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てその分解能の優劣を検討 し た が . 同 程 度 の 線 綴二を 与 え

た嚇合闘 豊両者の分解能をこ差はな か -つた . し か L√ 軒m も

で撮影線量をおと Lた場合には明らかに 分 解 能 の 低 下 が

見 られ,FC/R で有用 とされている低線巌撮影 は 画 像 uJ)

劣化を招 くと考えられた.また臨床症例による検討は FcR

と通常撮影の同 日撮影 を行 -)た うちの裾 野鼠者95症例 噂

354所 見を,結節影,浸潤雛 等の 鋸南変に分類 して比較

検討 Lた平その結果 FcR では縦隔等に濃なった病変

や気管 歯気管支及 び石灰 でヒ病変では通常撮影より所見が

良 く示現 されていたが,5mm 以下の粒状影,間質影で

ある網状 魯ス リガラス状雛,淡い浸潤影では明らかにそ

の所 見の示現 が不良 とな って お 畑 この点 が FcR の

臨床応用 上の問筏点 と考え られた.
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Ⅲ号が当院に導入 されて, まだ 4カ月に しかな らない

断層撮影,あるいはゼ ロラジオ グラフ [の代替 と して,

乳房その他の教練撮影 に声充分にその威力を発揮で きる

もの と期待 され る.

しか し､われわれの病院では予緋も新築移転計画の最

終段階でその導入が決 渡ったた軌 システム佃 二遅れ を

と 畑 ニ1ソビューー射 ヒに もU)っていないため予選柳 こ苦
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例

--相 乗効 果 と組 織 内濃 度 の 豆n vi軌 Bで

の評価 お よび臨床 効 果 の 検 討
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症例は頚8歳男性や 下咽頭癌 (右梨状陥凹 型 ) T3N3M o

の診断で咽喉義郎食道摘出術書両側義部郭清 衡 , 甲状 腺

全摘術†微小血管吻合前腕遊離皮弁による再 建 術 を拍 一一J

た,

1畑 な∴ し､Tへ1 1g ･1:‖㌧TiZ拷 lま:告 車上は緑木 言,'.I

打 -詫二が予術後且0病 日頃か ら dTaim の抜嘉部位 よ り濃

の流朱あ り, また気管膜様部に療孔を形成 Lた.細菌 培
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露 1日望回に変更 したところ,蜘 ぎ3週間で膿の流失が

止 変りき 望遇で完治 Lた.
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相乗効果 と 菅野LC をこよる濃中-の纏一紙移輔 隼を測定 L,

臨床効果の検討を行 った.

2) ア デ ノ イ ド湧釧壕術 に よ る 豊里咽頭 細 菌叢 U)変 化

馴 道 か 榊 久 夫 橋 梁蒙太郎 馴 東男)中野 雄一--

糾 辰援 噌 監姦露 病院)
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小児浄出性中耳 炎において アデjイ ド切除術 は号孝管

咽頭 Ejの機械的閉塞の改善 と感染病巣 を除去す る 目的で

紹われ るヤ閉塞の程度 の改善かこついては種 々の報告がみ

られ るが,後者をこ関す る報告は少ない.そ こでわれわれ

は小児惨 出性中耳 炎曜患児20名を対象 と して アデ ノイ ド

切除術 を行い, 手術前後の上咽頭細菌叢 の変化 について

検討 した.その結果術 前に咽頭病原菌 が検 出 された症例

は名中招名において,術後 に病原菌の着意の減少 を認め

上.


